社団法人　千葉県社会福祉士会
平成22年度第9回理事会議事録
1、 開催日時　平成23年2月20日（日）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター2階中研修室
3、 出席者　会長　神山

副会長　櫻井（勉）
　　　　　　事務局長　岡本
　　　　　　会員理事　（ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）
（総務委員会）櫻井（絢）、鈴木（将）
（研修委員会）周藤

（総合相談委員会）森池

（外部評価委員会）丸

（独立型社会福祉士委員会）川島

　　　　　　会員外理事　西城、石川、池亀
　　　　　　代議員　出羽

委任状提出理事　目黒、五十嵐、染野
　　欠席会員外理事　石塚　欠席代議員　須田、小榑、平野　欠席監事　君和田、林

4、 議題

（1） 報告事項に対する質疑
（2） 議事
1. (社)日本社会福祉士会の連合体移行に関する対応について

2. 平成22年度第2回総会議案について

3.　その他
5、 議事録

· 出席者及び資料の確認

・岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
○ 委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．総務委員会
・サクラサク懇親会を予定している。合格した方、不合格の方、新規の会員等の交流会。理事の皆さんにも出席をお願いしたい。
２．ぱあとなあ千葉運営委員会

・法人後見をおこなう上で、金融機関へ印鑑の届け出が必要。会名の印鑑を使用してよいか承認を求める。→承認

・取扱いについては、印鑑は事務局の金庫に保管。使用する場合のみ事務執行者の川島さんが事務局へ。書類への押印はできるだけ事務局にておこなう。
３．広報部会

・ちば社会福祉研究は現在休刊中であるが、点と線への掲載を検討している。

・次号点と線75号は3月11日以降発送予定。地域集会で発送作業を協力していただける地区を募集している。

· 議事
１．(社)日本社会福祉士会の連合体移行に関する対応について

・日本社会福祉士会（以下、本部）が公益法人へ移行するにあたって、47都道府県支部を会員とする連合体に参加をするかどうか3月の総会で議決してほしい、と本部より連絡がきている。
・連合体に参加するためには、3点確認しなければならない点がある。1会費の取扱い、2会員資格の変更、3懲戒処分の取扱い。

・会費の取扱いは、すべて千葉県支部へ納めてもらう形となる。その中から6000円を本部に納入。新入会者の入会金5000円については事務委託費として本部へ納入する。
・会員資格の変更については、現在は日本社会福祉士会にも個人が加入しているが、連合体参加後は、千葉県社会福祉士会のみへの所属となる。それに伴って定款を変更する必要があるが、定款を変更する場合には、総会で会員数の4/3以上の賛成票を得なければならない。

・懲戒処分決定の取扱いでは、現在は苦情があれば、本部へ申立をして、本部綱紀委員会が調査・会員処分案の作成、本部理事会で処分決定をおこなっているが、連合体参加後は、すべて支部で取り扱わなければならない。しかし、体制の整わない支部は、本部へ事務委託のかたちをとり、調査・会員処分案の作成までは本部綱紀委員会がおこない、処分決定は支部理事会でおこなうことと検討されている。

・本部からは23年5月の総会で議決してほしいと依頼がきているが、周知する時間が短く3/4以上の票を得ることは非常に難しい。しかし遅かれ早かれ実施しなければならない。

・23年5月総会での議決に向けて準備を開始する。お知らせ文書を次号点と線で同封またはメール配信。地域集会を出来るだけ多く開催し、各理事手分けをして出向き、会員へ連合体参加への説明と総会への出席を依頼する。
2. 平成22年度第2回総会議案について

・今年度理事改選時に、千葉社会福祉士養成校協会へ会員外理事の推薦依頼をおこなっていた。23年2月に日本社会福祉士養成校協会より回答があり、聖徳大学人文学部川口准教授を推薦いただいた。以上を22年度3月総会の議案としてよいか承認を求める→承認
